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ラ Ψ ト肝癌細胞 の 表層物質 に つ い て

海宝晋
一，大西孝之 （東工 大 ・理 ・生）

第48回大会一
般講演要 旨

Cell　surface 　 materials 　of 　rat 　hepatoma 　cells

SHINICHI　KAIHO ，
　 TAKAYUKI 　 OHNISHI

　 ラ ッ ト肝細胞 ，腹水肝癌 AH 　 66 及び AH 　 7974

細胞表層 に 認 め ら れ る Mowry 青染色物質 に つ い て

細胞分裂の 制御や癌化の 問題と関連して 興味深 い 知

見が 得られ て い る。こ の 物質は 酸蛙 ム コ 多糠を含 む

プ P テ オ グ リカ ン と考 え られ て きた が．こ れ に 疑問

を持ち酸牲基を有す る糖 タ ン パ ク 質に つ い て の 険索

を 行なっ た 。

　 腹水肝癌 AH 　66，　 AH 　7974 細胞を直接 1．OM

尿素，10mM 　EDTA を含む溶液 で 低温下 4時 間処

理 し，細胞表層物質を得た 。 こ れら抽出物の ， 0．3
MNaCI 一リン 酸緩衝液 pH 　7．0 とい う比較的高塩

濃度で 平衡化 した DEAE −Sephadex　A −50 に よ る

吸着画分は SDS −PAGE ， 未変性 DISK 電気泳動

共 に COOinasie　blue 及 び PAS 陽性 の 二 つ の バ ン

ドを 与 え た 。SDS −PAGE か らの 推定分子量 は 120，

000及 び 12S，　eeoで あ っ た。こ れ ら二 つ の 糖 タ ソ パ ク

質に つ い て DEAE −Sephadex 　A −50 カ ラ ム に よ る

濃度勾配溶離及び Sephadex　G −200 に よ る ゲ ル ク

ロ マ ト グ ラ フ ィ
ーを行ない 精 製分 離 を 試 み た が 十分

に は 分離で ぎて い な い
。

一方正常肝 よ り Jacobと

Bhargava の 改良法 で 遊離 した 肝細胞 か ら同 様 の 処

理 に よ っ て得 られ た 抽出物中 に は，こ の 様な糖 タ γ

バ ク 質は 非常に少な か っ た 。 しか し肝組織 か ら細胞

を機械的 に 遊離す る 際 に こ の 塘 タ ソ パ ク 質が 大部分

溶液中に 溶出す る こ とが 分か り，こ の 溶液中 か らこ

れ ら二 つ の 糖 タ γ バ ク 質が 得 られ，正 常肝 に も存在

する こ とが 明 らか とな っ た 。 しか し正常肝 の それは

125，000の タ ン パ ク 質 に 比 べ 120，　OOOの もの が 非常 に

多 く，細胞 分 裂制御 の 問 題 と関連 し て 興味深い
。 又

こ れ ら の 糖タ ソ パ ク 質 は 尿素 ，EDTA 処理 した 細

胞 に グル タ ル ア ル デ ヒ ドで 固 定 し Mowry 染色を行

な うと強 く青染され 目的 の 表層酸性物質で あ る可能

性 カミ強 い 。

パ ピリオク囗 一ムの種類 と分布に つ い て

梅鉢幸重 （金沢大 。理 ・生物）

Kinds　and 　distribution　of 　papiliochrome

YOSHIS 田 GE 　UMEBACHl

　 ア ゲ ハ チ
ョ ウ科の 蝶 の 翅の 黄色色素 は ，プ テ リ ン

で もオ ン モ ク ロ ーム で もな く，今迄 明 らか に さ れ て

い なか っ た 。 演者は 1954年以来，ナ ミ ア ゲ ハ の 黄色

色素を 研究 し，キ ヌ レ ニ ン と N −（β一ア ラ ニ ル ）ドー

パ ア ミ ン 誘導体とか ら成 る こ とを明 らか に した が，

最近，後者 は N −
（β
一
ア ラ ニ ル ）ノ ル ア ド レ ナ リ ン で

あ る こ とが 決定 さ れ た 。
ナ ミ ア ゲハの 黄色色素は ，

こ の物質に キ ヌ レ ニ ン が 何 か 分離し易い 形 で 結台 し

て い る もの で あ る。こ の 黄 色 色 素は パ ピ リ オ ク ロ ー

ム と名づけ られ た 。 こ れ に は llとmがあ り．ま た そ

れ ぞれ L ，ll　b，皿as 皿b に 分け られ る 。 こ の こ と

は セ ル ロ
ース の TLC で 簡単 に 調 べ られ る 。

　 こ の よ うなナ ミ ア ゲ ハ と同様の 黄色色素を有す る

もの は ，パ ピ リ オ 属 で 白黄色 の 色素を もつ もの ， 例

えば オ ナ シ ア ゲ ハ，ク 卩 ア ゲ ハ 〔♂），モ ン キ ア ゲ ハ ，

オ ナ シ モ ン キ ア ゲ ハ ，シ ロ オ ビ ア ゲ ハ，オ ス ジ ロ ア

ゲ ハ の 白黄色色素 が こ れ で あ る。一
方．キ ア ゲ ハ の

よ うに 濃黄色の 鱗粉 に は，上 記 の llと 皿の 外 に M 正

と Ms が存在する 。
　M 、 と Me は 塩酸 メ タ ノ ール で

鱗粉か ら溶出 され る もの で，キ ア ゲ ハ の 黄色色素 の

主 成分で あ る 。 ま た，ギ フ チ
ョ ゥ に は ll，皿，　 Mi ，

Ms の 全 て が存在す る。ホ ソ オ チ ョ ウ に も，少な く

とも llと皿は 存在す る 。 以上，少な くと もパ ピ リ オ

属 とギ フ チ ョ ウ亜科 に は パ ピ リオ ク 卩
一ム が 存在す

る。

　 ア ゲ ハチ ョ ウ 科 で も，Troidini や Giaphiiniの

大部分の もの は パ ピ リオ ク ロ
ー ム を 有 し な い 。

Grapntum 　esの ご く少数の もの は パ ピ リ オ ク ロ
ーム

を有す る 可能性が考え られ る 。 また
一

般 に ，白色鱗

粉に は パ ピ リ 才 ク ロ ーム は存在 しな い
。
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